
＊こうち県議会だよりは、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。
  また、県議会のホームページにもPDF版と音声版を掲載しています。
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１２
月
定
例
会
の
概
要

会
期

　１２
月
６
日
〜
１２
月
２０
日【
１５
日
間
】

●
開
会
日（
12
月
６
日
）　

■
知
事
提
案
説
明 

〜
成
果
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
着
実
に
県
政
を
前
に
進
め
る
〜

濵
田
知
事
は
初
め
に
、「
再
度
の
知
事
就
任
か
ら
１
年
、「
共
感
と
前
進
」を
基
本
姿
勢
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
。移
住
者
数
の
増
加
や
防
災
関
連
産
業
の
好
調
維
持
、ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ「
と
さ
と
さ
」オ
ー
プ
ン
な
ど
、成
果
が
表
れ
て
き
て
い
る
」と
述
べ
た
上
で
、「
一
方
、依
然

と
し
て
続
く
若
年
層
の
県
外
へ
の
転
出
超
過
や
切
迫
度
が
高
ま
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備

え
な
ど
が
急
務
だ
。新
た
な
時
代
の
潮
流
を
先
取
り
し
、関
連
施
策
を
磨
き
上
げ
、積
極
的
な

政
策
提
言
を
通
じ
て
国
を
動
か
し
、「
い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
る
高
知
」、「
い
き
い
き
と
生
活

が
で
き
る
高
知
」、「
安
全
・
安
心
な
高
知
」の
実
現
に
全
力
を
尽
く
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、「
若
年
人
口
や
出
生
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

早
期
に
食
い
止
め
る
た
め
、来
年
度
は
若
者
の
所
得
向
上
、移
住
・
定
住
対
策
の
充
実
、多
様

な
出
会
い
の
機
会
の
拡
充
、共
働
き
・
共
育
て
の
推
進
の
大
き
く
４
つ
の
方
向
性
で
施
策
を

強
化
す
る
。加
え
て
一
連
の
対
策
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、人
口
減
少
対
策
総
合
交

付
金
の
充
実
を
図
り
、市
町
村
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
後
押
し
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、「
い
き
い
き
と
仕
事
が
で
き
る
高
知
」に
つ
い
て
、「
地
産
外
商
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

取
組
を
強
化
す
る
。大
阪
・
関
西
万
博
を
生
か
す
べ
く「
と
さ
と
さ
」を
最
大
限
活
用
し
、本

県
の
魅
力
を
国
内
外
に
強
力
に
発
信
す
る
。観
光
分
野
で
は
、「
あ
ん
ぱ
ん
」を
生
か
し
て
県

内
全
域
に
経
済
効
果
が
波
及
す
る
よ
う
取
り
組
む
。デ
ジ
タ
ル
化
で
は
、好
事
例
の
横
展
開

等
を
通
じ
て
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
裾
野
を
広
げ
、グ
リ
ー
ン
化
に
つ
い
て
は
、再
造
林

を
後
押
し
す
る
取
組
の
支
援
と
と
も
に
、皆
伐
と
一
体
化
し
た
効
率
的
な
森
林
経
営
を
促

し
、経
済
と
環
境
の
好
循
環
の
創
出
を
目
指
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
、「
い
き
い
き
と
生
活
が
で
き
る
高
知
」に
つ
い
て
、「
中
山
間
地
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
の
推
進
や
看
護
師
・
介
護
職
員
の
人
材
確
保
に
取
り
組
む
。不
妊
治
療
支
援
や
子
供
の

医
療
相
談
対
応
の
充
実
を
図
り
、安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
で
き
る
体
制
を
強
化
す
る
」と
述

べ
ま
し
た
。続
い
て
、「
安
全
・
安
心
な
高
知
」に
向
け
た
取
組
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
、最
後
に
今

回
提
案
し
た
議
案
28
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

決
算
特
別
委
員
会
の
三
石
文
隆
委
員
長
が
、令
和
５
年
度
会
計
決
算
の
審
査
結
果
を
報

告
し
、採
決
の
結
果
、未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
議
案
２
件
を
可
決
し
、決
算

議
案
23
件
を
認
定
し
ま
し
た
。

●
一
般
質
問（
12
月
11
日
〜
13
日
）　

■
補
正
予
算
の
追
加
提
出（
12
月
11
日
）

濵
田
知
事
は
、「
国
の
５
か
年
加
速
化
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
へ
の
対
応
等
の
た
め
、総

額
3
0
8
億
円
余
り
の
予
算
の
補
正
及
び
39
億
円
余
り
の
債
務
負
担
行
為
の
追
加
を
含

む
一
般
会
計
補
正
予
算
等
議
案
12
件
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
」と
説
明
し
ま
し
た
。

■
知
事
の
政
治
姿
勢
な
ど
に
つ
い
て
論
議

８
名
の
議
員
が
、知
事
の
政
治
姿
勢
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
、教
育
行
政
な
ど
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査（
12
月
16
日
〜
18
日
）

審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
議
案
40
件
を
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、請
願
５
件
を
不
採
択

と
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日（
12
月
20
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

知
事
提
出
議
案
40
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、請
願
５
件
に
つ
い
て
は
不

採
択
と
し
、追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
２
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
議
案
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、意
見

書
議
案
４
件
の
う
ち
３
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

主 な 内 容
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＊１２月定例会
本会議の質問
常任委員会委員長報告要旨
主な審議の結果
＊委員会活動
常任委員会の動き
人口減少対策調査特別委員会の動き
議員定数問題等調査特別委員会の動き
議会デジタル化検討小委員会の動き
＊その他
「南海トラフ地震対策10県議長会」
による地震対策施設等の視察
＊お知らせ
第９回高校生フォトコンテスト
入賞作品が決定
県議会の構成が変わりました
２月定例会開催予定ほか
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１２
月
定
例
会
の
概
要

　こうち県議会だよりは定例
会（２月・６月・９月・12月）に合
わせて年4回発行

高知県議会では、若い世代
の皆さんに政治や議会への関
心を持っていただくきっかけづく
りとして、県内高校生等を対象
としたフォトコンテストを実施し、
今年度は「私の見つけた高知
の魅力」をテーマに11校32名
から44点のご応募をいただきま
した。
応募全作品を2月定例会の
閉会日（3月24日予定）まで議
事堂1階に展示中です。お気
軽にお立ち寄りください。議長賞「朝マズメ」土佐高校２年 隂山 悠翔 副議長賞「雲海」明徳義塾高校１年 瀋 盛林

佳
作「
猫
と
水
た
ま
り
」高
知
高
等
学
院
１
年 

本
田 

芽
衣

佳
作「
神
幸
橋
」梼
原
高
校
１
年 

磯
﨑 

康
晴

佳
作「
橋
の
上
の
写
真
家
」高
知
追
手
前
高
校
１
年 

西
添 

英
良 佳作「青と碧」高知東高校３年 岩本 玲奈 佳作「雲の上」高知小津高校２年 浜田 琴音

第９回高校生フォトコンテスト入賞作品決定！



12月定例会本会議の質問
質
問
者（
質
問
順
）

１２
月
１1
日

横
山

　文
人

岡
本

　和
也

武
石

　利
彦

１２
月
１2
日

橋
本

　敏
男

竹
内

　健
造

中
根

　佐
知

１２
月
１３
日

戸
田

　宗
崇

今
城

　誠
司

̶2̶

☟

3ページ上段に続く

人
口
減
少
対
策
総
合
交
付
金
の

現
状
と
市
町
村
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

横山　文人
（自由民主党）

岡本　和也
（日本共産党）

武石　利彦
（一燈立志の会）

橋本　敏男
（県民の会）

竹内　健造
（自由民主党）

中根　佐知
（日本共産党）

答

人
口
減
少・中
山
間
担
当
理

事
　
交
付
金
の
連
携
加
算
型
は
、

13
市
町
村
で
計
画
の
策
定
が
済
み
、

年
度
内
に
は
残
り
の
全
市
町
村
で

策
定
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。全
市

町
村
の
事
業
が
動
き
出
す
来
年
度

の
取
組
が
大
変
重
要
だ
。

市
町
村
の
事
業
が
計
画
ど
お
り

の
成
果
を
出
せ
る
よ
う
、産
業
振

興
推
進
地
域
本
部
と
連
携
し
た

定
期
的
な
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交

問

市
町
村
に
お
け
る
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
人
口
減
少
対

策
の
取
組
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
に
今
年
度
創
設
し
た
人
口
減

少
対
策
総
合
交
付
金
の
活
用
状

況
と
、取
組
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
に
つ

い
て
聞
く
。

次
期
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
行
動

計
画
に
お
け
る
新
た
な
対
策

答

知
事
　
次
期
計
画
で
は
、新

た
な
４
項
目「
南
海
ト
ラ
フ
地
震

臨
時
情
報
へ
の
対
応
強
化
」、「
災

害
関
連
死
の
防
止
対
策
や
避
難

環
境
の
整
備
、支
援
・
受
援
態
勢
の

強
化
」、「
災
害
に
強
い
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
加
速
化
」、「
防
災
Ｄ
Ｘ
の
活

用
に
よ
る
防
災
・
災
害
対
応
業
務

の
効
率
化
の
推
進
」の
課
題
に
取

り
組
む
。

啓
発
や
訓
練
の
強
化
、避
難
所

環
境
の
向
上
、道
路
や
上
下
水
道

耐
震
化
の
加
速
な
ど
具
体
的
な
目

標
と
取
組
を
計
画
に
位
置
付
け
、

全
力
で
進
捗
を
図
る
。

換
、外
部
有
識
者
か
ら
の
助
言
等

を
検
討
し
て
い
る
。

問

能
登
半
島
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を
踏
ま
え
、

次
期
計
画
で
は
、新
た
な
対
策
を

ど
の
よ
う
に
講
じ
て
い
く
の
か
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
や

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
拡
大

問

気
候
変
動
が
激
し
い
中
、

土
作
り
を
基
本
と
し
た
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
有
機
農
業
の

実
践
拡
大
は
、持
続
可
能
な
農

業
を
進
め
る
上
で
重
要
だ
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
や

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
拡
大
に

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

大
規
模
風
力
発
電
所
計
画
の

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

答

知
事
　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は

県
民
の
健
康
・
生
命
を
守
る
こ
と
も

含
め
、事
業
に
よ
る
環
境
の
変
化
を

し
っ
か
り
評
価
し
て
、住
民
に
安
心
し

て
も
ら
え
る
対
策
を
講
じ
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
だ
。目
的
に
沿
っ
た
対
応

が
で
き
る
よ
う
、万
全
を
期
し
て
い
く
。

問

香
美
市
、大
豊
町
間
の
稜

線
に
最
大
36
基
の
巨
大
風
車
の

建
設
計
画
が
あ
る
。計
画
地
の

下
流
域
住
民
に
と
っ
て
、命
の
水

で
あ
る
飲
料
水・農
業
用
水
等
の

水
源
を
壊
す
も
の
で
、地
域
の
将

来
に
と
っ
て
大
問
題
と
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続

に
お
い
て
知
事
が
意
見
を
付
す

機
会
が
数
回
あ
る
が
、県
民
の
命

の
立
場
で
、意
見
を
言
っ
て
ほ
し

い
が
ど
う
か
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

Ｊ
Ｒ
予
土
線
活
性
化
へ
の

取
組

答

知
事
　
昨
年
10
月
、高
知
・

愛
媛
両
県
の
協
議
会
が
合
併
し
、

一
体
的
・
効
果
的
な
取
組
を
行
う

こ
と
と
し
た
。全
線
開
通
50
周
年
の

今
年
は
、感
謝
祭
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

イ
ベ
ン
ト
出
展
な
ど
機
運
醸
成
や

情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
域
内
外
か
ら
応
援
を
得
て
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
る
よ
う
、

よ
り
一
層
関
係
者
と
連
携
し
て
い

く
。

問

予
土
線
開
通
50
周
年
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
、Ｊ
Ｒ
四
国
は「
予
土

線
廃
線
と
は
一
度
も
言
っ
て
い
な

い
。存
続
に
向
け
努
力
し
て
い
る
」

と
発
言
し
、地
元
中
高
生
は
観
光

誘
客
の
取
組
を
提
案
し
て
い
た
。

観
光
誘
客
を
図
る
た
め
に
、四

国
の
自
治
体
が
連
携
し
て
利
便
性

を
向
上
さ
せ
、全
国
か
ら
の
支
援

を
集
め
、魅
力
の
情
報
発
信
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
に
よ
る
地
域
循
環
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

答

知
事
　
本
県
で
も
、自
治
体
出

資
の
地
域
新
電
力
会
社
が
複
数
設
立

さ
れ
た
。

将
来
的
に
は
利
益
を
地
域
に
還
元

し
て
い
く
事
業
に
も
期
待
す
る
が
、発

電
所
は
ま
だ
未
稼
働
の
た
め
、ま
ず
は
、

地
域
内
へ
の
電
力
供
給
開
始
と
安
定

的
な
利
益
の
確
保
を
後
押
し
す
る
。

そ
の
上
で
、同
様
の
取
組
を
広
げ
、エ

ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
、地
域
経
済
の

活
性
化
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が

進
む
日
本
で
は
、税
収
が
減
少
し

つ
つ
あ
り
、公
共
イ
ン
フ
ラ
の
改
修

予
算
確
保
が
難
し
く
な
る
。

シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ
に
よ
る
地
域

循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、県
の
舵
を
切

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

教
育
長
　
近
年
の
生
活
環

境
や
経
済
社
会
環
境
の
大
き
な
変

化
を
背
景
に
、金
融
教
育
の
必
要

性
は
高
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、子
供
た

ち
が
金
融
の
様
々
な
動
き
を
理
解

し
、主
体
的
に
判
断
し
、行
動
す
る

た
め
の
金
融
教
育
の
意
義
は
大
き

く
な
っ
て
い
る
。

教
員
研
修
の
充
実
や
外
部
人

材
活
用
の
好
事
例
の
共
有
を
図
っ

て
い
く
。

関
す
る
知
識
や
判
断
力
、資
産
運

用
も
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
き
た
が
、

金
融
商
品・投
資
方
法
の
多
様
化
に

お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発
化
し
、

低
年
齢
化
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

金
融
教
育
の
必
要
性
と
意
義
に

つ
い
て
、所
見
を
聞
く
。

市
町
村
消
防
の
職
員
数
と

消
防
団
員
の
確
保
の
必
要
性

答

危
機
管
理
部
長

　消
防
職
員

数
は
、国
の
算
定
基
準
に
地
域
の
実

情
を
加
味
し
て
、市
町
村
が
条
例
で

定
め
て
お
り
、条
例
定
数
に
対
し
て一

定
数
を
確
保
で
き
て
い
る
。一
方
、消

防
団
員
数
も
同
様
に
条
例
で
定
め

て
い
る
が
、県
全
体
の
平
均
充
足
率

は
85
％
、最
低
値
は
71
％
で
あ
る
。

県
と
市
町
村
で
連
携
し
、高
知
県

公
式
消
防
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
タ
ウ

ン
情
報
誌
で

の
紹
介
な
ど
、

消
防
の
魅
力

発
信
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え

地
域
の
防
災
力
強
化
が
必
要
だ

が
、国
の
消
防
力
の
整
備
指
針
で

算
定
さ
れ
る
職
員
数
に
対
し
、充

足
率
が
低
い
。

各
市
町
村
消
防
の
職
員
数
は

適
正
な
の
か
。ま
た
、消
防
団
員

の
さ
ら
な
る
確
保
が
必
要
で
は

な
い
か
。

イ
バ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
よ
る
求
人

情
報
の
削
除
要
請
、未
成
年
者
に

は
学
校
等
と
連
携
し
た
啓
発
や
相

談
窓
口
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

犯
行
へ
の
加
担
を
脅
迫
さ
れ
て

い
る
者
に
は
、警
察
へ
の
相
談
を
呼

び
か
け
、本
人
や
家
族
の
保
護
な

ど
、県
民
が
闇
バ

イ
ト
に
手
を
染

め
な
い
よ
う
全

力
で
取
り
組
む
。

答

警
察
本
部
長
　
闇
バ
イ
ト
の

特
徴
や
危
険
性
の
注
意
喚
起
、サ

闇
バ
イ
ト
対
策

問

全
国
的
に
闇
バ
イ
ト
に
よ

る
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
。手
口

は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
、報
酬
の
異

様
な
高
さ
、個
人
情
報
の
要
求
等

の
特
徴
が
あ
る
が
、若
者
に
は
見

抜
け
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
だ
。

闇
バ
イ
ト
へ
の
、特
に
未
成
年

者
の
巻
き
込
み
を
防
ぐ
対
策
を

聞
く
。

市
町
村
の
事
前
復
興

ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
策

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
の

可
能
性
が
高
ま
る
中
、住
民
と

一
緒
に
被
災
前
に
早
期
の
集
団

移
転
な
ど
も
含
め
た
復
旧・復
興

の
形
を
議
論
す
る
事
前
復
興
ま

ち
づ
く
り
計
画
は
大
変
重
要
で

あ
る
が
、県
の
支
援
策
を
聞
く
。
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の
導
入
支
援
を
行
い
、有
機
栽
培
へ

の
転
換
を
促
し
、生
産
量
を
増
や
し

て
い
く
。

答

農
業
振
興
部
長
　
オ
ー
ガ
ニッ

ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
拡
大
に
は
地
域
の
理
解

が
重
要
で
あ
り
、市
町
村
に
対
し
先

進
事
例
の
紹
介
等
の
働
き
か
け
を

行
っ
て
い
く
。

ま
た
、学
校
給
食
で
の
提
供
に
は
、

安
定
的
な
供
給
が
課
題
で
あ
る
た
め
、

一
定
量
の
確
保
が
見
込
め
る
米
か
ら

栽
培
指
導
の
強
化
や
除
草
機
器
等

高
幡
医
療
圏
域
へ
の

分
娩
体
制
整
備

問

周
産
期
医
療
体
制
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
は
、高
幡
地
域
の
分
娩

施
設
が
確
保
さ
れ
な
い
ま
ま
の

計
画
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
圏
域
に
出
産
の
場
が
な

い
地
域
を
な
く
す
こ
と
が
必
要

だ
。高
幡
医
療
圏
域
に
分
娩
体

制
を
作
れ
な
い
か
。

答

危
機
管
理
部
長
　
県
で
は
、計

画
の
策
定
指
針
を
示
し
、住
民
参
加

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
外
部
委
託
費
用
支

援
や
技
術
的
な
助
言
等
を
行
っ
て
い

る
。計

画
策
定
後
は
、事
前
高
台
移
転

の
機
運
の
高
ま
り
が
想
定
さ
れ
、国

は
移
転
事
業
の
活
用
を
検
討
す
る

自
治
体
と
意
見
交
換
等
を
行
っ
て
お

り
、県
も
参
加
し
、助
言
等
を
行
っ
て

い
る
。今後

も
一
連
の
取
組
が
円
滑
に

進
む
よ
う
、積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

金
融
教
育
の
必
要
性
と

意
義

問

経
済
的
な
自
立
や
よ
り
よ
い

生
活
の
た
め
に
は
、金
融
や
経
済
に

答

健
康
政
策
部
長
　
分
娩
取
扱

医
師
の
急
激
な
減
少
に
よ
り
、中
央

保
健
医
療
圏
で
も
分
娩
の
休
止
や
取

扱
件
数
を
制
限
す
る
施
設
が
発
生
し

て
い
る
。今

後
も
、高
知
大
学
な
ど
と
医

師
の
確
保
、育
成
に
取
り
組
む
が
、現

在
の
分
娩
体
制
の
確
保
を
優
先
せ
ざ

る
を
得
ず
、高
幡
地
域
へ
の
分
娩
体

シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ケ　
一
般
的
に
自
治
体
を

主
た
る
出
資
者
と
し
て
私
法
に
基
づ
い
て

設
立
さ
れ
る
会
社
。電
気・ガ
ス・水
道・公

共
交
通・プ
ー
ル
等
様
々
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
総
合
的
に
提
供
す
る
公
益
事
業
体
。

高知県警ＨＰ
（闇バイト）

高知県公式消防
ポータルサイト

「高知家消防ネット」
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行
政
職
教
員
を
現
場
に
戻
す

代
替
教
員
未
配
置
の
解
消
策

問

代
替
教
員
の
未
配
置
が
常
態

化
し
、子
供
の
学
習
権
が
保
障
さ
れ

て
い
な
い
危
機
的
な
事
態
だ
。

緊
急
対
応
と
し
て
、教
職
員
免

許
を
有
し
て
い
る
が
行
政
職
と
し

て
勤
務
し
て
い
る
教
員
を
現
場
に

戻
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

総
合
企
画
部
長
　
Ｍ
ａａ
Ｓ

導
入
に
向
け
て
は
、第
１
段
階
の
運

行
事
業
者
ご
と
の
時
刻
表
や
運
賃

表
な
ど
の
情
報
の
取
り
ま
と
め
が
、

本
年
度
末
に
県
内
す
べ
て
の
路
線
バ

ス
事
業
者
と
25
市
町
村
で
完
了
す

る
見
込
み
だ
が
、第
２
段
階
の
ア
プ

リ
開
発
に
至
っ
た
例
は
ま
だ
な
い
。

ド
ラ
ゴ
ン
バ
ス
は
、嶺
北
地
域
の

改
善
事
例
と
同
様
に
、土
佐
市
や

事
業
者
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、

Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
協
議
の
場
を
設
け

る
な
ど
共
に
検
討
し
て
い
く
。

答

教
育
長
　
子
供
た
ち
に
は
、

基
本
的
な
力
と
学
習
習
慣
の
定
着

の
た
め
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
を
導
入
し
、

英
語
教
員
に
は
、指
導
力
向
上
の

た
め
研
修
等
を
行
っ
て
い
る
。今
後

は
、対
話
型
Ａ
Ｉ
の
活
用
な
ど
先

進
的
な
授
業
を
行
う
研
究
校
を

指
定
し
て
、授
業
づ
く
り
と
家
庭

学
習
の
充
実
に
取
り
組
む
。

ま
た
、外
部
専
門
家
に
よ
る
学

校
訪
問
や
実
践
的
な
指
導
、評
価

方
法
を
学
ぶ
研
修
会
に
よ
り
指
導

力
を
向
上
し
て
い
く
。

い
て
、
本
県
は
全
国
と
の
差
が

広
が
っ
て
お
り
改
善
が
必
要

だ
。教

育
委
員
会
で
は
、
英
語
教

育
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
効
果
的
な
英

語
教
育
改
善
の
取
組
を
聞
く
。

優
秀
な
警
察
官
の
確
保
・

育
成

答

警
察
本
部
長
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
体

験
型
イ
ベ
ン
ト
で
の
採
用
活
動
や
、

若
手
職
員
に
よ
る
母
校
で
の
勧
誘

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。来
年
度

か
ら
は
、資
格
加
点
の
拡
充
や
新

試
験
区
分
の
導
入
を
検
討
中
だ
。

ま
た
、警
察
学
校
で
は
基
本
を

習
熟
さ
せ
、卒
業
後
は
実
践
的
な

総
合
訓
練
を
行
い
、現
場
執
行
力

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。今
後
も
若

手
警
察
官
の
特
徴
を
見
極
め
な
が

ら
、よ
り
効
果
的
な
人
材
育
成
に

努
め
て
い
く
。

問

少
子
化
と
民
間
採
用
の
活
発

化
に
伴
い
、警
察
官
の
採
用
情
勢

の
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
が
、公

共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
は
、

社
会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
優
秀
、有
用
な
人
材
の
確
保
と

育
成
が
重
要
だ
。対
応
を
聞
く
。

答

教
育
長
　
教
育
行
政
の
学
校

等
に
係
る
業
務
は
、学
校
現
場
の
実

情
を
知
る
教
員
の
配
置
が
必
要
だ
。

ま
た
、年
度
途
中
の
異
動
は
、業
務

上
、市
町
村
教
育
委
員
会
や
学
校

へ
迷
惑
を
か
け
る
た
め
困
難
で
あ
る
。

ま
ず
は
、臨
時
教
員
の
掘
り
起
こ

し
や
退
職
教
員
へ
の
働
き
か
け
を
強

化
し
、あ
わ
せ
て
事
務
局
業
務
の
見

直
し
に
よ
る
人
員
削
減
、あ
る
い
は

行
政
職
や
事
務
職
員
に
変
更
で
き

な
い
か
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｍａａ
Ｓ
の
導
入
状
況
及
び
鉄
道
と

土
佐
市
ド
ラ
ゴ
ン
バ
ス
の
接
続
改
善
支
援

問

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
複
数
の

交
通
手
段
を
組
み
合
わ
せ
て
、移

動
の
利
便
性
向
上
等
を
図
る
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
の
導
入
状
況
を
聞
く
。

ま
た
、土
佐
市
の
ド
ラ
ゴ
ン
バ

ス
と
伊
野
駅
の
接
続
改
善
に
向

け
た
支
援
を
聞
く
。

人
口
減
少
を
踏
ま
え
た

災
害
体
制
の
構
築

問

人
口
減
少
時
代
の
到
来
に

よ
り
、様
々
な
政
策
の
根
幹
か
ら

の
見
直
し
が
必
要
だ
。南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
も
備
え
、人
口
減
少
を

踏
ま
え
た
災
害
対
応
体
制
の
構

築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

幅
な
不
足
や
支
援
の
ニ
ー
ズ
の
変

化
が
想
定
さ
れ
る
。

専
門
的
な
人
材
の
養
成
や
確

保
に
向
け
、国
や
関
係
団
体
と
連

絡
調
整
を
積
み
重
ね
、社
会
変
化

に
即
し
た
災
害
対
応
の
た
め
の
体

制
を
構
築
し
て
い
く
。

知
事
　
人
口
減
少
に
伴
い
、

高
齢
化
や
独
居
高
齢
世
帯
が
増

加
す
る
と
、共
助
の
担
い
手
の
大
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戸田　宗崇
（自由民主党）

効
果
的
な
英
語
教
育
の
改
善

問

英
語
教
育
実
施
状
況
や
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お

今城　誠司
（自由民主党）

保
健
医
療
圏
で
も
分
娩
の
休
止
や
取

扱
件
数
を
制
限
す
る
施
設
が
発
生
し

て
い
る
。

今
後
も
、高
知
大
学
な
ど
と
医
師

の
確
保
・
育
成
に
取
り
組
む
が
、現
在

の
分
娩
体
制
の
確
保
を
優
先
せ
ざ
る

を
得
ず
、高
幡
地
域
へ
の
分
娩
体
制

整
備
は
、非
常
に
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会

■こうち未来創造グローバル人材育成事業について
執行部から、全国にグローバル人材育成に取り組む留学モデルの拠点地域をつくる

ことを目的とした国の「トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ」の支援制度を活用し、県内の公立及び
私立の高等学校等の生徒を対象に５つのコースで計30名程度の募集を行う。令和７
年度の夏期休業期間を中心に留学を予定していることから、本格実施に向けた事業
の周知などの事前準備に係る費用を計上するものであると説明があった。
委員から、すばらしい取組で期待をしている一方で、留学する生徒は、高知の代表、

ひいては日本の代表として行くのだという自覚を持ってもらいたい。本事業をきっかけに、
これまで以上に郷土愛や国旗・国歌に関する学習に力を入れるべきと考えるがどうかと
質疑があった。
それに対し執行部からは、本事業は第４期教育振興基本計画の「高知県や我が国
の伝統・歴史・文化等を学ぶとともに、グローバル社会で活躍する人材の育成」を達成
するために行う事業である。高知県あるいは日本の文化、歴史などもしっかりと学んだ上
で、留学していただける生徒を募集していくとともに、選考もしっかりと行い、留学の意味
や意義を周知徹底していきたいと答弁があった。
委員から、本事業が興味本位で終わることのないよう、しっかり取り組んでいただきた

いと意見があった。

12月定例会 常任委員会 委員長報告 要旨12月定例会 常任委員会 委員長報告 要旨

商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

■高知県大規模小売店舗立地審議会について
執行部から、高知市東雲町に新たに立地する店舗について、周辺地域の生活環境

の保持の観点から、施設の配置や運営方法など設置者が配慮すべき事項について
審議していただき、意見なしとの答弁をいただいた。県から設置者には、注目度の高い
店のオープンになることから、近隣の交通渋滞等も懸念されるので、住民からの要望に
は真摯に対応するよう要請していると説明があった。
委員から、交通渋滞に関してどのように検証し、公表することになるのかと質問が

あった。
それに対し執行部からは、オープン後、届け出どおりに駐車場が確保できていない場
合など設置者側の責任により周辺地域に悪影響を及ぼした場合は、法律に基づいて
県に状況を報告させるようにしていると答弁があった。
別の委員から、店舗付近の歩行者の安全確保について、審議会では議論されたの

かと質問があった。
それに対し執行部からは、審議会では小学生の通学時間帯に注意してほしいとの
指摘があり、設置者からは、誘導員を配置するなど配慮していくとの回答があったと答
弁があった。

■「県立スポーツ施設のあり方検討会」の進捗状況について
執行部から、県民体育館の再整備等に係る基本方針策定に向けた重点ポイントの

うち、スポーツとエンタメとして、全国規模の競技大会やプロスポーツの試合、コンサート
など、県内外から若者や子育て世代が集い、楽しめる空間をつくることに加え、全県規
模の競技大会等の主たる施設として整備する必要があると説明があった。
委員から、全国規模の競技大会、あるいはコンサートを多角的に開催するために、ど

れくらいの収容人数を想定しているのか、また現施設の面積だけで十分に対応できる
のかと質問があった。
それに対し執行部からは、利用者から要望が多い駐車場の台数確保も考えると、現
有地の面積では少し厳しい状況にある。ただし、旧高知市南消防署の跡地の活用が
可能であれば、全国規模の競技大会やコンサートを開催できる5,000人規模の施設を
整備することは可能であると答弁があった。
さらに委員から、全国規模の競技大会、あるいはコンサートを多角的に開催するため
には、最低でも5,000人以上の規模の施設が必要だと考える。駐車場の台数確保に捉
われることなく、現有地の交通アクセスの利便性を踏まえ、施設に必要な規模の確保を
重点的に検討していただきたいと意見があった。
別の委員から、現有地より広さのある旧高知南中・高等学校跡地の利活用も考えて

はどうかと意見があった。

■ＬＰガス料金高騰対策支援事業費について
執行部から、国の地方創生臨時交付金を活用し、ＬＰガス料金の高騰の影響を受

けている生活者に対して支援を行うものである。支援の対象は、県内ＬＰガスを利用す
る全世帯となる約21万5,000世帯を予定し、支援額としては、１世帯につき、1,300円を
上限とし、令和７年２月から３月までの２か月間で、各月650円を各世帯のＬＰガス料金か
ら減額をする形で実施するものであると説明があった。
委員から、４月以降の支援については、どのように考えているのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、国の交付金を活用しているため、国の動きにあわせて、同
様の取組を行うことは考えられると答弁があった。
別の委員から、対象期間を１月からとする議論はなかったのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、販売店や消費者への周知などの作業があり、議会での
議決後、一定の準備期間が必要であることから、２月からの２か月間を対象としたと答
弁があった。
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̶4̶「こうち県議会だより」の点字版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局総務課（TEL 088-823-9533）へ。

■総務委員会
12月16日、18日（12月定例会中）
付託された13件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
請願２件、意見書案２件を審査。

■商工農林水産委員会
12月16日、18日（12月定例会中）
付託された７件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
意見書案２件を審査。

１月14日～16日
大分県及び熊本県において、所管事項の調査を行う。
主な調査事項
・林業の振興について
 （新しい日田の森林・林業・木材産業振興ビジョンについて）（日田市役所）
・早生樹を用いた取組状況について
 （大分県農林水産研究指導センター林業研究部）
・くまもと半導体産業推進ビジョンについて（熊本県庁）
・台湾との交流活発化による県産品輸出の取組について（熊本県庁）
・有機農業の取組について（山都町役場）
・果樹研究所の取組について（熊本県農業研究センター果樹研究所）
・牛深漁港における海業の取組について（牛深漁港）

■危機管理文化厚生委員会
12月16日、18日（12月定例会中）
付託された15件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
請願２件、意見書案２件を審査。

■産業振興土木委員会
12月16日、18日（12月定例会中）
付託された15件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。
請願１件を審査。

12月定例会 主な審議の結果

常任委員会の動き

※各議員の賛否の状況は、県議会のホームページでご確認いただけます。

●可決された議案（71議案）※同意、認定を含む
知事提出議案（67議案）
予算議案（15議案）
・令和６年度高知県一般会計補正予算 ほか 14議案
条例議案（12議案）
・高知県における言語としての手話の普及等の推進に関する条例議案 ほか 11議案
人事議案（２議案）
・高知県教育委員会の委員の任命についての同意議案 ほか １議案
決算議案（23議案）
・令和５年度高知県一般会計歳入歳出決算 ほか 22議案
その他議案（15議案）
・令和７年度当せん金付証票の発売総額に関する議案 ほか 14議案
議員提出議案（４議案）
条例議案（１議案）
・高知県議会の保有する個人情報の保護に関する条例の一部を改正する条例議案

意見書議案（３議案）
・邦人保護のため中国における万全の措置を取るように求める意見書議案
・脳脊髄液漏出症患者救済に関する意見書議案
・森林吸収源対策及び林業・木材産業の活性化対策の推進を求める意見書議案

●否決された議案（１議案）
議員提出議案（１議案）
意見書議案（１議案）
・高額療養費制度の自己負担限度額の引上げに反対する意見書議案

●不採択とされた請願（５件）
・すべての子どもにゆきとどいた教育をすすめるための請願について（請第2-1号、2-2号）
・教育費負担の公私間格差をなくし、子どもたちにゆきとどいた教育を求める私学助成の
請願について(請第3-1号、3-2号）
・「特定利用港湾」指定同意の撤回を高知県に求める請願について
（請第4号）

五台山公園で浦戸湾三重防護対策等について説明を受ける４県の議長

２月20日
28日

３月４日
５日
６日
７日
11日
12日
13日
14日
17日
18日
19日
24日

（木） 
（金） 
（火）
（水）
（木） 
（金） 
（火）
（水）
（木） 
（金） 
（月）
（火）
（水）
（月） 

開　会 
質疑並びに一般質問
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃　（一問一答）
　　〃　（一問一答）
常任委員会
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
　　〃
閉　会   

【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】

【中継】

2月定例会開催予定2月定例会開催予定2月定例会開催予定

人口減少対策調査特別委員会人口減少対策調査特別委員会

議員定数問題等調査特別委員会議員定数問題等調査特別委員会

【問い合わせ】 議事課 議事記録班 088-823-9534

【問い合わせ】 議事課 企画広報班 088-823-9536

議会中継議会中継議会中継
ケーブルテレビ中継
　●高知ケーブルテレビ
　（3/4・5･11は714ch）
　●西南地域ネットワーク
　●よさこいケーブルネット
　●香南ケーブルテレビ
　●四万十ケーブルテレビ
　●むろと光サービス
　●黒潮町ケーブルテレビ
　※一部録画中継となる場合があります。

インターネット中継
※３営業日後に録画映像もアップして
います。（県議会ホームページ）

718ch　
　

111ch　
851ch　
112ch　
122ch　
111ch　
11ch　

※日程は変更になる場合があります。
※本会議、委員会の開催予定及び傍聴の方法は県議会
のホームページにも掲載しています。

12月24日 高知県元気な未来創造戦略について執行部から聞き取り調査

南海トラフ地震による超広域災害への備えを強力に進める10県議会議長会議による視察南海トラフ地震による超広域災害への備えを強力に進める10県議会議長会議による視察

1月9日、10日に加藤議長は、静岡
県、三重県、愛媛県の議長の皆さ
んと、浦戸湾の三重防護対策や
宇佐漁港の津波対策、南国市の
スポーツセンタータワーなど地震対
策施設等の視察を行いました。

12月４日 議員定数問題等に関す
る課題について

議会デジタル化検討小委員会議会デジタル化検討小委員会

11月29日 オンライン委員会の試行、議会手
続きのオンライン化等について

県議会の構成が変わりました県議会の構成が変わりました

令和７年１月31日付けで、大石宗議員が辞職しました。


